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ま え が き 

 

外来性巻貝サキグロタマツメタ Euspia fortunei はタマガイ科の巻貝の一種で、日本では古くは

有明海や瀬戸内海の軟泥干潟に在来個体群が少数生息する希少種であったが、1990年代半ば以降、

日本各地で生息が確認されるようになった。これは外国から輸入された移植用のアサリ種苗に混

入して入ってきたと考えられ、特に近年では東北地方においてサキグロタマツメタによるアサリ

の食害が顕在化している。 

福島県北部に位置する松川浦においてサキグロタマツメタの生息が漁業者に認識されるように

なったのは 2003年 9月～2004年 2 月頃であり、2004年以降、アサリを漁獲する際に混入したサ

キグロタマツメタの成貝の駆除や、秋の干潟周辺における卵塊の一斉駆除が行われてきた。しか

し、2011 年の東日本大震災以降、松川浦におけるアサリ漁業は操業が自粛されているため、漁労

作業中の駆除作業が行われず、震災後のサキグロタマツメタの生息状況は不明であった。 

そこで本研究では、漁業者が実施したサキグロタマツメタ成貝・卵塊一斉駆除作業の結果をも

とに、アサリ漁業が休止した状況下でのサキグロタマツメタの生息状況を把握し、今後の効率的

な駆除作業やアサリ資源管理のための基礎的知見とすることを目的とした。 

 

材料および方法 

 

調査場所 松川浦は面積約 6.5km
2の汽水性潟湖であり、4本の流入河川が存在する。外海との

水交換は湾の最北部のみで行われ、潮汐によって水位は最大で約 1.5m 変動する。春季の大潮干

潮時には、船舶の航行のために掘削された水深 2～4mの航路を除く大部分が干潟となる。震災前

アサリ漁業は、干潟やその周辺部、航路内で主にじょれんを用いて春季～夏季に行われていた。

また毎年、アサリ漁場に他県産の種苗が移植され、特にアサリの主漁場となっている湾北部を中

心に移植が行われていた。松川浦のアサリ漁業は 6区画に区分されており、アサリの移植、漁業

やサキグロタマツメタの卵塊駆除は、漁区ごとに行われている。また、湾の中央部周辺には私有

地が存在し、所有者が独自に管理している。今回の駆除作業は図 1に示す北部の区 1号漁場及び

中部の区 3、5号漁場のそれぞれの漁区ごとに漁業者により実施された。 

駆除状況調査 漁業者が 2014 年 8 月～10 月に行ったサキグロタマツメタ一斉駆除作業で駆除

された成貝および卵塊を一部持ち帰り、殻長、殻幅及び体重を測定した。また、駆除人数や作業

時間から CPUE（1人・1時間あたりの駆除量）を求め、震災以前の結果と比較した。 
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結 果 

 

2014 年の漁業者によるサキグロタマツメタ駆除作業

は図 1 に示す松川浦内の区 1 号漁場及び区 3,5 号漁場に

おいて実施された。図 2に駆除されたサキグロタマツメ

タ成貝の殻高を漁場毎に示した。殻高組成は 2峰型を示

し、区 1号漁場は 22mmと 34mmにモードがあり、平均

殻高 27.8mm、区 3,5号漁場では 20mmと 32mmにモード

があり、平均殻高 29.4mm であった。震災前と成長速度

が同様と仮定すると、区 1号漁場は 2012年級が主体、区

3,5号漁場では 2011年級が主体と推測され、漁場間で年

齢組成に差がみられた。また、図 3に駆除された卵塊の

幅組成を示した。幅組成は震災前に比べモードが大型化

していた。卵塊駆除の CPUE は、震災前に比べ 2012 年

～2013年は低かったが、2014 年には震災前の 2010年並

みとなった（図 4）。 

図 5 に成貝の駆除量を示した。成貝の駆除量は 2005

年から 2010年までは年々減少していたが、震災後、休止

期間を経て 2014 年には 138kg を駆除した。また、2014

年の操業のべ隻数も 197 隻と震災前より大きく減少し

た。 

 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 成貝の殻高組成（左図：区 1号漁場、右図：区 3,5号漁場） 

図 1 調査地点図 
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考 察 

 

 成貝の殻高組成から、震災前生まれの個体数は少なく、津波によって減耗したものと考えられ

た。また、各漁場とも殻高 20mm 前後の 2012 年級が多く、発生が良好であったアサリ 2013 年

級を摂食する可能性が高いと考えられた。 

卵塊駆除の CPUE が 2012 年～2013 年に低く、2014 年には震災前の 2010 年並となったこと

は、震災後に生残したサキグロタマツメタが再生産を行い、漁業休止による駆除量の減少によっ

て、生残が良好であった 2011 年、2012年級が成熟年齢に達した 2014年に卵塊の密度が急激に増

加したことに起因すると考えられた。 

2010年と比較して、震災後の 2012年、2014年には卵塊サイズが大型化していた。大型の個体

が産出する卵塊からは多数の稚貝が発生するため、アサリ漁業の休止による駆除努力量の減少に

より、孵出量の増加が懸念される。駆除努力量の減少が津波により減少したサキグロタマツメタ

の増加に繋がった可能性が高いため、アサリ資源を保護・増大するためには駆除作業の継続実施

が必要であると考えられた。 

 

 

図 3 卵塊の幅組成 図 5 成貝駆除量の推移 

図 4 卵塊の駆除作業の実態 
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2014年 
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要 約 

 

1. 漁業者が 2014 年 8 月～10 月に実施したサキグロタマツメタ成貝・卵塊一斉駆除作業の結果

をもとに、アサリ漁業が休止した状況下でのサキグロタマツメタの生息状況を調査した。 

2. 駆除されたサキグロタマツメタの殻高組成は2 峰型を示し、区1 号漁場は平均殻高27.8mm、

区 3,5 号漁場では 29.4mmであった。震災前と成長速度が同様とすると、区 1 号漁場は 2012 

年級が主体、区 3,5 号漁場では 2011年級が主体と推定され、漁場間で年齢組成に差が見られ

た。また、震災前生まれの個体数は少なく津波によって減耗したと考えられた。 

3. 卵塊駆除の CPUE（1 人・1 時間あたりの駆除重量）は、2012 年～2013 年に低く、2014 年

には震災前の 2010 年並となった。 

4. 駆除された卵塊は震災前に比べ大型化したことから、駆除努力量の減少による孵出量の増加

が懸念される。 

5. 震災後に生残したサキグロタマツメタが再生産を行い、漁業休止による駆除量の減少によっ

て震災後の生残が良好であったため、2011,2012 年級が成熟年齢に達した 2014 年に卵塊の密

度が急激に増加したと考えられた。 

6. 殻高 20mm 前後の 2012 年級が各漁場とも多く、発生が良好であったアサリ 2013 年級を摂

食する可能性が高い。また、駆除努力量の減少が津波により減少したサキグロタマツメタの

増加に繋がった可能性が高いため、アサリ資源を保護・増大するためには更なる駆除作業の

実施が必要と考えられた。 
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